
        令和７年度 摂陽小学校 学校経営方針 

学校教育目標 

          やさしく  かしこく  すこやかに 

    － 命を大切に、人を大切に、物を大切に － 

１ めざす学校像 

（１） 人権教育を柱とし、子どもたちの笑顔があふれる学校 

（２） 子どもの自己肯定感を高め、確かな学力を育てる学校 

（３） 児童、保護者や地域から信頼される学校 

（４） 学校運営協議会を核に、地域、保護者に開かれた学校 

 

２ めざす子ども像 

（１） 自分も仲間も大切にし、命や人権の大切さ、人の気持ちやおもいやりに気づける

子ども 

（２） 主体的に学び、何ごとにもあきらめず最後までやりぬく子ども 

（３） 心身ともに健康で、明るい子ども 

（４） 自分の思いを伝え、人の話を聞ける子ども 

 

３ めざす教師像 

（１） 教育に対する情熱や人権意識を持ち、一人ひとりの子どもを大切にできる教師 

（２） 子どもの良さを引き出し、力を伸ばし、自己肯定感の育成に努める教師 

（３） 個別最適な学びや協働的な学びに向けた授業改善をはじめ、自らの資質向上に努

めるとともに、互いに学び合い、指導力を磨く教師 

（４） 子どもの実態を把握し、危機管理意識を高め、迅速的確に協力して対応する教師 

 

学校運営方針 

（１） 生命を尊び、自然を大切にし、思いやりや寛容の心をもって多様な人々と共生す      

る態度を養う 

（２） 基礎・基本を徹底し、多様な学びの場を確保し、すべての子どもの学力を伸ばす 

（３） 基本的な生活習慣を身につけ、規律ある集団生活ができる力や自立心を育てる 

（４） 保護者や地域と連携し、豊かな心が育つ環境を整えるとともに人権教育・道徳教

育を推進する。 

（５） 学校運営協議会の活動や学校評価の公表などを通して、社会に開かれた学校運営

を行う。 

（６） 教師が子どもと向き合う時間を確保し、健康で元気に勤めるために勤務時間の適

正化をはじめとする業務改善に向けた取組を推進する。 



本年度の努力目標 

１ 基本的人権が尊重される教育を推進する  

（１） 人権教育・学習の推進 

（２） 教師自身の人権意識の高揚 

２ 一人一人のニーズを把握し、適切な教育的支援を行う「特別支援教育」を推進する 

（１） 幼小中連携において児童の実態を適切に把握し、円滑な接続を目指す 

（２） 特別支援コーディネーターを中心に校内委員会を開催し支援に関する必要な情報な

情報共有を図り、支援を充実させる 

３ わかる授業の創造により、生きてはたらく力を育成する 

（１） 基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着（朝学習や放課後学習の充実） 

（２） 学びの過程を重視した教科等横断的な学習や探究的な学習の充実を図る 

（３） 学習規律と学習習慣の定着を図る 

（４） 学習場面や発達段階に応じたＩＣＴを有効活用した授業の推進及び、家庭における

計画的な学習に取り組む習慣の育成に向けたデジタル教材等の有効活用 

（５） 言語活動の充実（子どもが主体的に学び、自己肯定感の向上を目指した授業の推進） 

（６） 個に応じた指導の徹底（兵庫型学習システムの推進） 

４ 心ふれあう仲間づくりを行う 

（１） 道徳教育や行事、異学年交流などを通し、共感を伴う体験的な学びの推進 

（２） 全校集会（仲間づくり集会）や児童会活動、学級活動の充実 

（３） いじめ防止等の基本方針に基づく、未然防止と早期発見、早期対応の充実 

（４） 教育相談の充実（SCや SSWとの連携）有事の心のケアの充実 

（５） ステップルームの充実と子どもの居場所作り 

５ 基本的な生活習慣を身につけさせる 

（１） 規範意識の育成（「摂陽小学校のやくそく」の徹底） 

（２） あいさつの習慣化  

（３） 学習規律（学び方 10の約束）の遵守 

（４） 「早寝 早起き 朝ごはん」の励行。 

６ 心を育てる美しい環境づくり 

（１） 清掃の徹底 

（２） 掲示物の工夫 

（３） 校庭・農園などの整備 

７ 命を守る安全教育の推進 

（１） 危機管理マニュアルの遵守 

（２） 避難訓練の充実、関係機関との連携 

８ 健やかな体づくり 

（１） 運動の日常化（せつトレ）の充実 ちょこせっつ継続 睡眠時間の確保 

（２） 体力づくりの推進（体育授業の改善や休み時間の活用、地域連携） 


